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非該当

(1)授業の達成目標 【ディプロマ･ポリシー】 ⇔ 【授業の達成目標】
２６SSカリ･理学, ２５SSカリ･理学, ２４SSカリ･理学

【DP5】専門知識に基づいた見識を持ち，その妥当性を理論的に 研究の内容を把握できるようになる。
説明し，議論する能力

⇔

(2)授業の概要 各自が取り組んでいる研究課題関連の論文を調査し選定する。取り上げた論文を解説する。紹介にあた
っては論文内容の要約原稿を用意し、論文緒言に記載されている当該分野の基礎知識も十分に解説し研
究例を説明する。

(3)授業のキーワ
ード

文献調査
プレゼンテーション能力

(4)授業計画 第１回：イオン交換体合成の基礎的・歴史的研究例
第２回：イオン交換選択性・交換機構の基礎的・歴史的研究例
第３回：カラム法イオン交換の基礎的・歴史的研究例
第４回：化学法同位体分離の基礎的・歴史的研究例
第５回：同位体比質量分析の基礎的・歴史的研究例
第６回：熱イオン化質量分析の基礎的・歴史的研究例
第７回：同位体地球化学の基礎的・歴史的研究例
第８回：廃水の無害化処理の基礎的・歴史的研究例
第９回：放射性汚染水処理の基礎的・歴史的研究例
第１０回：化学教育教材の基礎的・歴史的研究例
第１１回：新規錯体の合成指針に関する研究例
第１２回：錯体の組成分析法に関する研究例
第１３回：錯体の結晶構造決定法―単結晶X線回折法に関する研究例
第１４回：錯体の結晶構造決定法―粉末X線回折法に関する研究例
第１５回：錯体の磁化率測定とその解析法に関する研究例
第１６回：錯体の誘電率測定とその解析法に関する研究例
第１７回：錯体の可視・紫外光吸収スペクトル測定とその解析法に関する研究例
第１８回：錯体の赤外・ラマン分光スペクトル測定とその解析法に関する研究例
第１９回：錯体の核磁気共鳴測定とその解析法に関する研究例
第２０回：錯体の電子スピン共鳴測定とその解析法に関する研究例
第２１回：セラミックス系医用材料の概要
第２２回：リン酸カルシウムの結晶構造と化学的性質
第２３回：炭酸カルシウムの結晶構造と化学的性質
第２４回：生体関連セラミックスの結晶構造と化学的性質
第２５回：リン酸カルシウムの結晶構造と化学的性質に関する基礎的研究例
第２６回：炭酸カルシウムの結晶構造と化学的性質に関する基礎的研究例
第２７回：生体関連セラミックスの結晶構造と化学的性質に関する研究例
第２８回：医用材料としてのリン酸カルシウムに関する基礎的研究例
第２９回：医用材料としての炭酸カルシウムに関する基礎的研究例
第３０回：医用材料としてのセラミックスに関する基礎的研究例

(5)成績評価の方
法

発表内容と実習態度から総合的に評価する。

(6)成績評価の基
準

得点率による評価基準は次のとおりとする。
90％以上　秀，89-80%　優，79-70％　良，69-60％　可，59％以下　不可

(7)事前事後学習
の内容

遅くとも一か月程度前に適切な文献を選択し、適切な発表ができるよう準備すること。
発表の際に指摘された事項をよく復習しておくこと。

(8)履修上の注意 止むを得ない事情がある場合を除き、必ず出席すること。

(9)質問,相談への
対応

在室中随時。

【教科書】 必要に応じて配布、指定する。

【参考書】 必要に応じて紹介する。


